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奉仕を通じて
平和を

和で輪を広げ、前に進もう
■司会：
　野澤例会運営
　副委員長

■点鐘：中丸会長

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢日も風も星も｣
◆ソングリーダー：
　荻野会員

　皆様こんにちは。今週の月曜日にロータリー情
報研修委員会主催による多摩分区｢指導者育成セ
ミナー｣に、赤木幹事と石山クラブ管理委員長の3
名で出席してきました。基調講演で浅川パストガ
バナーが、ロータリークラブの歴史と知らなけれ
ばならない知識、米山奨学制度の3点を中心とし
て約一時間話され、ロータリーの知識を再認識し、
実りある時間を過ごしてまいりました。
　次に東村山市より本年度当市で開催される、多
摩東人権擁護委員協議会主催による｢子供たちか
らの人権メッセージ発表会｣の後援若しくは協賛
についてのお願いについて報告させて頂きます。
この件に付きましては2月の理事会で、初めての
依頼であり他のロータリークラブの対応等を調査
して、参考の上決定することとしました。13市の
持ち回りで、本年度は東村山市で開催される為、
先日再度東村山市より打診がありました。この為
事務局の調査結果を参考として、後援をする旨東
村山市へ連絡いたしました。後援は当クラブの名
前を使用することを認め、費用等の発生はありま
せん。
　最後になりますが、明日ＰＥＴＳが開催されて
野村次年度会長が出席されます。頑張って来て下
さい。計算しますと休会と振替を除き、私がこの
場所でご挨拶するのも本日を含めてあと12回とな
りました。嬉しいような寂しいような気持ちです
が今後とも頑張りますので宜しくお願い致します。

■お客様紹介：
　小町パスト会長

◆ゲスト：
　卓話者 藤田信一郎様

■会長報告 中丸会長 ■幹事報告 赤木幹事
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■前々回メークアップ修正後前々会欠席：2名
■前々回出席率メークアップ修正後：92.00％
■前々会メークアップ者：
　飯田会員：理事会
　小町会員：理事会
　荻野会員：東大和ＲＣ
　田中会員：理事会

◆中丸会長、赤木幹事：
　　　　　　皆様、毎回お世話になっております。本
　　　　　　日は藤田様ようこそおいで下さいました。
　　　　　　卓話楽しみにしております。宜しくお願
　　　　　　い申し上げます。
◆野村(高)会員：
　　　　　　藤田様、本日は貴重なお話よろしくお願
　　　　　　いします。
◆クラブ管理委員会：
　　　　　　沖縄親睦旅行で、第1日目の昼食を宜野
　　　　　　湾ＲＣ酒井様にご馳走になりましたので、
　　　　　　皆様からお預かりした代金をお返しいた
　　　　　　します。端数はニコニコとさせて頂きます。
◆菱沼事務局：
　　　　　　長い間皆様にご心配お掛けしておりまし
　　　　　　たが、やっとのこと長男が病を克服し、
　　　　　　心も身体も元気になり、新しく社会参加
　　　　　　できるようになって少しほっとしており
　　　　　　ます。本当にありがとうございました。

山宮クラブ管理会員■ニコニコＢＯＸ

本日のニコニコ合計：    7,000円
　　累　　　計　　：1,048,100円

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

29 22 0 3 88.00

■出席報告 田中例会運営委員長

　皆さん、こんにちは。会員増強委員長の戸澤です。
私はほとんどできていないのですが、今回皆さんの協
力で、6人の入会者と入会予定者がおります。夜間例会
がこのところなかったので、たまには夜間例会と炉辺
会合もかねて皆さんとお話しできれば、新しい方も入
会する気になったりするのではないかと思います。
4月3日(水)18:30～たき火で行う予定です。前日は当ク
ラブのゴルフコンペがあるようですので、終わってか
ら飲みすぎないようにして頂きたいと思います。よろ
しくお願い致します。

■戸澤増強委員会委員長

■委員長報告

■ガバナー事務所：
・3月25日(月)開幕第2580地区環境保全委員会資料の
　受理
・2013～14年度地区資金収支予算書案通知書の受理

■新世代奉仕委員会：
　東日本大震災被災地支援アンケート報告の受理

■クラブ奉仕委員会：
・｢会員増強アンケート｣について
　返信期限　3月29日(金)
・2012～13年度ロータリアン卓話者リストの受理
　変更の際は随時ガバナー事務所へ連絡の事

■東京青梅ロータリークラブ：
　創立50周年記念コンサートの案内の受理
　2013年4月13日(土)　開場 16:30～　開演 17:00
　於　青梅市民会館

■緑を守る市民協議会：
　第3回全体幹事会のお知らせ
　3月26日(火)　18:30～
　於　市役所北庁舎

■東村山市社会福祉協議会：
　平成25年度｢社協大会｣の案内の受理
　2013年4月13日(土)　13:00～
　於　東村山市中央公民館

■事務所移転：
　東京葛飾東ＲＣ
　3/18より新住所：〒124-0012　葛飾区立石8-6-4-2F

■回覧：
　ロータリー補助金ニュース

■例会変更：
　所沢中央ＲＣ　4/22(月)→振替休会 他
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　皆さん、こんにちは。歩こう会から改めてご案内を
させて頂きます。3月23日(土)午前9:00に東村山駅西口
｢停車場の碑｣に集合、当日は都立狭山公園パークセン
ター主催で、同じく東村山駅西口集合でウォーキング
があるようです。重なっていますのでお間違えのない
ように、東村山ロータリークラブの歩こう会は｢停車場
の碑｣に集合ですのでお願い致します。
　現在、参加予定の方がご夫婦3組含めて14名となって
おりますので、ぜひこれから参加したいという方、ま
た途中から参加頂いても結構ですので、より多くの参
加をお待ちしております。汗をかきながら桜を見て、
お昼に菊水亭でおいしいビールを飲みたいと思います
のでよろしくお願い致します。

■歩こう会
　野村(裕)会員

　4月2日(火)西武園ゴルフ場にて本年度の東村山ロー
タリークラブ親睦ゴルフ会を開催致します。年度末で
忙しい事とは思いますが、ロータリークラブの原点は
出席と親睦を深めることが大事です。目時様より車で
運ぶような地球儀を2台提供して頂きましたので、ふる
っての参加お願い致します。
　私事ではありますが、毎日徹夜で働いている状況で
すが、3月27日東村山市民ゴルフ大会が行われます。東
村山ロータリークラブを代表して戦い、悲願のベスグ
ロ優勝を狙いますので、皆さん期待してください。最近、
職人をやっており身体のキレが非常によくなっていま
すので、アンダーで回りたいと思っています。以上です。

■田中ゴルフ部部長

　こんにちは。沖縄の時には當麻さん、いろいろとお
世話になりありがとうございました。今日は3分間です
から歌でも歌おうかと思ったのですが、だいたい1番と
2番歌うと3分間なんです。
　先日もらった小冊子に｢温故知新｣と書いてありまし
たが、すごくいい言葉だと思います。これからも温故
知新で頑張ろうかなと思っております。
　私はこのところ半年間でいろんなことがありました。
皆さんご承知の通り腕は折る、腰は折る、骨は折る、
そして母親も亡くなりました。この間49日を終えまし
たが、なぜ49日法要をやるかと言うと、浄土に行く道
が49日かかるということらしいですね。1週目で三途の
川を渡って、5週目で閻魔大王の洗礼を受けなくてはな
らないそうです。ロータリーの皆さんはいいことしか
していないから多分、浄土に行かれると思いますが、
私も浄土に行けるよう頑張りますので、これからもよ
ろしくお願い致します。今日はありがとうございました。

■荻野会員

　皆さん、こんにちは。田中ゴルフ部長、ぜひ頑張っ
ていただいてキレのある素晴らしいスイングをお願い
したいと思います。
　本日の3分間スピーチは荻野さんにお願い致します。
先日イニシエーションスピーチで楽しいお話をして頂
いた後なのですが、今日は3分なので短めにまとめてい
ただけると思います。よろしくお願い致します。

■発表者紹介：
　山本職業奉仕委員長

■３分間スピーチ

　皆さん、こんにちは。本日の卓話者の藤田さんとは
倫理法人会で一緒に勉強させて頂いております。藤田
さんは府中、調布の倫理法人会に入会されております。
ある会でお会いした時に、北朝鮮から命からがら逃げ
てきたというお話を聞き、ぜひロータリークラブで卓
話をお願いしたいと言ったところ、気持ちよく受けて
頂き、本日卓話をしていただけることになりました。
　藤田さんのお父様は朝鮮に鉄道を引くために結婚し
てすぐに向うに渡られ、向こうで子供が6人生まれ、結
局ご兄妹で帰って来られたのは藤田さんとお姉さんの
二人だったそうです。北朝鮮に拘留されて3100名もの
人が軍隊の兵舎に入れられて、全く食料も与えられな
いまま半年以上そこで生活せざるをえなかった、その
うちの1600名ほどがその間に亡くなったという話や、
逃げて逃げて38度線を突破して助かったというような
話をしていただけると思います。藤田さん、本日はよ
ろしくお願い致します。

■卓話

■卓話者紹介：
　相羽プログラム委員長

■卓話者：藤田信一郎様
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北朝鮮からの命がけの帰還
　皆さん、こんにちは。ただ今、相羽さんから紹介頂
きました府中に住んでおります藤田信一郎と申します。
このような大変貴重な会合にお招きいただき、私の幼
少期の体験でありますが、果たしてこの話が皆様方の
素晴らしいボランティア活動に何かお役に立てるだろ
うかといろいろ考えましたが、それはさておき、ぜひ
話をしてくれということでしたのでお話しさせて頂き
ます。私も数奇な人生を経て、今日75歳です。昭和20
年の出来事ですので68年前のことです。断片的な話に
なると思いますが、おそらくこういう体験をされた方
は私、今までにお会いしたことがありません。
　満州、北朝鮮、フィリピン、アメリカ、ハワイ、い
ろいろなところで当時は日本全体が大変貧しい生活の
中で、しかも戦争のさなかでした。私の父は山口県の
下関出身、母は山口市で、二人は結婚し、貧しいもの
ですから政府の国策に基づいて、朝鮮に行って鉄道を
普及するために力を貸してくれという要請で、多分北
朝鮮に渡ったのだろうと思います。昭和8年ですから、
結婚してすぐに向うへ行ったようです。向こうではか
なり厚遇されていて、大きな官舎に私たちは住んでお
りました。庭もあって、2軒続きの日本から来た人たち
だけが住んでおり、私たちは城津に住んでおりました。
日本人だけの区画で生活しておりましたが、もちろん
町に買い物にも行きましたし、朝鮮の方もたくさんお
られ、大勢の日本人がおりました。私の家はわりと大
きな家で、お手伝いの朝鮮人の女性が一人いました。
緯度から言うと青森と函館の間くらいのところで、冬
は大変寒く、雪もたくさん降りました。
　38度線より南、今でいう韓国はアメリカ軍が統括し
ており、北朝鮮にはソ連が侵攻してきてアメリカとソ
連が対峙をして38度線を境に睨み合っていました。終
戦になると同時に、日本から行った人たちは38度線め
がけて南へ向かい日本に帰ろうとするのですが、それ
を帰さないとするのがソ連の政策であり、北朝鮮は日
本人の南下を妨害する、こういうことが政策的にいろ
いろなところでやられていました。
　昭和20年8月15日に天皇がラジオを通じて戦争終結宣
言、または敗北宣言をしました。私も当時、小学2年生
でしたので、ラジオに大人たちが耳を傾けて一生懸命
聞いている、その異常な雰囲気を何だろうと思いなが
ら見ていました。天皇の言葉は聞いていましたが、内
容が分からなくて母に聞いたところ｢実は日本は戦争に
負けた、これから大変なことが起こるのではないか、
お前たちも注意しながら親の言うことをよく聞いて生
活しなさい。｣ということでした。その日から学校には
来なくてよいと言われ、町の治安は悪くなり泥棒も多発、
警察も町の職員もいない、どんどん南へ逃げて行って
いるわけなのです。子供が多かったので洗濯物も多く、
母が庭に洗濯物を干し終わって家に入ると、物陰から
見ていた朝鮮人が洗濯物をみんな持って行ってしまう
のです。畑もあったのですが、その畑も頻繁にあらさ
れました。
　日本人でいうところの国鉄、今でいうとＪＲですが、
国有鉄道を朝鮮全体に広げていく、そのために日本の

国策として、そういう人間を募って希望者が行ったの
だと思います。道路や病院、学校など主要なところは、
全部日本人の技術者が行って現地の労働者を指導して、
そしてあの国は成り立って行ったのです。それは間違
いのないことで、今の北朝鮮、韓国には日本人のノウ
ハウが全部行っていると私は理解します。鉄道関係だ
けでも3万人も行っております。いい人も悪い人もいろ
いろいたと思いますし、中には現地で悪いことをした
人もいただろうと思います。何か今の北朝鮮も韓国も、
我々に対して日本人は悪いことをしにきたんだと一貫
して言われるのですが、私は話が逆ではないかなと思
います。決して収奪、搾取のために行ったのではなく、
日本のために、また、向こうに労務提供して国を建設
するために行ったのだということです。
　そうこうするうちに暴動が起き、朝鮮の人たちが一
軒一軒日本人の家に朝早くから押しかけ、窓やドアを
蹴飛ばして大勢が家に入ってきて全部ものを持って行
ってしまいました。私の家も終戦から10～15日経った頃、
朝の4時～5時くらいに大勢で入ってきておむつから雑
巾まで全部持っていかれ、この日から食べるものにと
ても苦労しました。
　私の父は人事の労務関係に携わり、当時、人事課の
庶務課長をしておりました。口数が少なく真面目で温厚、
人の恨みを買うことは絶対にありませんでした。母は
亥年のＢ型、明治の生まれで非常に強く、前だけ向い
て歩く女性でした。父は朝鮮人であろうと、日本人で
あろうと分け隔てなく一緒に一つの目的のために頑張
ろうという人で、人間を大事にするという考え方を非
常に重んじて仕事をしていましたので、人々からも親
しくされ、大事にされてきた人でした。従って、もの
がなくなったその日から朝鮮の人たちが、こっそり私
の家まで食べ物を一生懸命運んでくれました。8月末か
ら、外を夜8時以降歩く人は何人たりとも撃ち殺すとい
う令が出て、歩いていいのは8月23日頃から侵攻してき
たソ連兵や北朝鮮の治安警察などの役人だけでした。
にもかかわらず、夜9時や10時になって密かに食べ物を
運んでくれるようになり、ずっと城津を離れるまでそ
れは毎日続いたのです。世の中にはいい人がたくさん
いると思いました。隣近所からそういう話を聞いて、
うちには食べ物がありそうだということで、私の家に
30人程集まってきて、両親も皆で励まし合いながら生
きていきましょうという考えでしたので、大人数で生
活していたことも覚えています。
ソ連兵は鉄砲を抱えて土足で上がってきて｢時計ないか｣
と聞くのです。腕時計や万年筆などを非常にほしがり
ました。ソ連の普通の人は時計はまず、していませんが、
日本人だったらそうとう貧しくても一家の長は腕時計
くらいは、していたように記憶しています。家に時計
はそんなにあるものではないのに、一日に何人も入っ
てきて聞きますので｢ない｣というと｢かくしているだろ
う｣と言って、ピストルの木の部分で父を殴るんです。
朝から晩まで殴られ通しで、顔が年中むくんで腫れて
いました。女子供には手を加えませんが、若い女性が
いたら連れて行きレイプされ、証拠を消そうと殺して
しまうこともあります。女性は髪を男みたいに短く切
って顔に炭を塗って、地下室に穴を掘って生活するよ
うにしていました。
この城津を脱出するときには、石炭を運ぶ天井のない
貨車に乗せられて、今から南へ汽車を出すから金を出
せと言われました。いよいよ朝鮮を出る日、たしか9月
の初め頃だったと思います。そこでは凄惨なリンチが
あり、男性は一人ずつ半殺しに遭います。日本は朝鮮
の皆さんのためにいいことをしに行ったにもかかわらず、
恨みつらみが激しく、最後は｢お前たちは悪いことをし
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た｣と決めつけてしまうのです。男たちはよってたかっ
て殴られて、動かなくなるまで叩かれました。女子供
はすぐに貨車に乗せてくれたのですが、母に後で聞い
た話によると、リンチをしてはいけない人の名簿があ
って、｢藤田だけには絶対にそういうことをするな｣と
いうことが書かれてあったそうなのですが、叩く方も
興奮していて見境なく、誰が誰だか分からないという
ことで叩かれてしまったわけです。
　城津から出て、また違う町に日本人を集結させ、そ
この学校や公園に何万人もの日本人が集められ、終戦
後そこから僻地へと分配されていきました。フウジョ
ウに入ったのはもうかなり寒い11月の末だったと思い
ます。原野の日本軍の演習地で、町も村も何もないと
ころに日本軍の兵舎が何棟かあり、その部屋は長さが
30m位あったと思いますが、そこに筵(むしろ)がずっと
敷いてありました。9棟に3100人、1棟あたり350人程の
人間が入れられ、与えられた場所が一家に筵1枚、要す
るに畳1枚の広さです。私の家族は両親と62歳の全盲の
おじいさん、子供が私と姉と3歳の弟の6人でした。も
ちろん家族の少ない方もいらっしゃいますが、そこに
ずっと横並びに寝るのです。我々が入るまではそこは
日本人の軍隊が収容されていた場所らしく、窓はほと
んど叩き割られ、雪もどんどん入ってきます。そこに
食糧も米粒1粒の配給もないのです。寒いし食べ物はな
いとなると、人間だんだん衰弱し、発疹チフスや熱病
などいろいろな病気がはやるのです。風呂も入れず、
シラミがうろついて食いつかれて痒いので手で潰すの
ですが、手の親指が血で真っ赤になります。私も熱病
にかかりまして、死なずにはすんだのですが、3、4歳
の子供は免疫がないので最初に死んでしまいますし、
お年寄りも早く亡くなりました。
　2人に1人死んでいく中で半年以上、何を食べていた
かと言うと草をむしって食べました。冬は氷が張って
草も生えないので、私もあまりはっきりとは覚えてい
ないのですが、米を焼いたりして母が蓄えていたもの
を少しずつ食べたりしていたのではないかなと思います。
草はなんでも食べますし、木の皮をめくって食べたと
いう人もいました。また、栄養失調になると目がかすみ、
頭の毛も生えてきませんし、爪も伸びてきません。次
の朝起きてみると、冷たくなった人の手があったり足
があったりで、毎晩うなされていました。人間死ぬ前
は3日間位うなされて、頭がおかしくなり、急に飛び起
きてあちこち走り回ったりして半狂乱になっていって、
そうなると死んでいきます。死体は筵にくるんで縄を3
か所ほど結んで土間に置いておきます。元気な人がそ
れを担いで行って、どこに持っていったかはわかりま
せんが、寒い状況でしたので遺体が腐るということは
ありませんでした。
　寒くなるとトイレまで歩いていくこともできず、建
屋を出たら男であれ女であれ用を足します。言葉では
うまく表せませんが、まさに地獄です。そんな中、弟
が最初に死にました。生まれつき心臓が弱く、2歳で亡
くなりましたが、この頃は父がまだ元気でしたから遠
くまで行って焼いてくるということで、小さな骨を母
にそっと握らせて、夫婦で泣いて子供の死を悼んでい
たのを私も傍で見ていました。20年の12月13日に弟が
死んで2週間後、父が亡くなりました。年が明けて祖父
も亡くなりました。その後、3月28日に母がお産をした
のです。6人目の子供で私の妹ですが、産んだけれども
乳も出ず、10日ばかり生きてその後亡くなりました。
しかし、周りで人が死んでいく中、子供が生まれると
言うのは大変な事件です。周りの方に協力してもらい
お産しました。母はお産の後、途端に目が見えなくな
りました。その瞬間から、母は｢自分は目が見えない、

歩いて日本に帰れない、ここで残った3人で死ぬしかな
い｣と思うようになり、私も7歳の子供ですから、この
周りで人が死んでいく状況の中、生きるということが
どういうことか分からないし、｢生きたい｣とか｢死ぬの
は嫌だ｣とか、そういう思考能力はもう麻痺していてな
いのです。しかし、10歳の姉が｢ここで死ぬのは嫌だ、
お母さんが少しでも元気になって、目が見えるように
なったら脱走してここから出たい｣と言うので母も思い
直していたようです。
　その頃にはもう1500人程が死んでしまっていて、兵
舎はガラガラでした。同時にどんどん脱走していくの
です。当初は脱走する人は全員、銃で撃たれていました。
夜の間、銃の音がバンバン聞こえてきていましたが、
年が明けて暖かくなると、脱走を管理する北朝鮮の側
も見過ごしていたようです。どんどんいなくなって、
気付いた時には100人程しか残っていませんでした。
　収容された人数の中から脱走者が400人位、あとは全
部そこで死んでいくのですが、春になって3月くらいに
なってやっと米の配給が始まりました。北朝鮮の管理
する側、共産党の幹部ですら、さすがにこれはひどい、
あれだけの人数を狭い場所に入れ込んで、寒い中食糧
も与えず半年近くも過ごさせるというのは、いささか
政策に間違いがあった、と自己批判の文章を出したの
です。それが春になってからです。
　母も少し目が見えるようになって、私たちも確か20
～25人くらいで密かに脱走しました。日本に帰れると
は思っていませんでしたが、行けるところまで一歩で
も日本に近づきたいという思いで、約200kmだいたい東
京からだと名古屋あたりでしょうか、しかし道路を歩
くわけにはいきません。見つかるとすぐ通報され、北
朝鮮の幹部にその場で否応なしに日本人だから殺され
ます。我々が通ったのは幅20～30mの小さな川で2週間
位かけてやっと38度線に辿り着きました。そこに小さ
な橋があり、5月の明け方3時半ごろ、やっと少し明る
くなってきた頃に渡ったと思います。こちら側はソ連兵、
向こう側はアメリカ兵が管理していて、ソ連の方は日
本人が来たと気付くと、すぐそこで殺すわけですが、我々
はさっとその橋を越えて行って助かったのです。その
30分後位に来た2つの団体は、ソ連兵に見つかってその
場で全員殺されたということを後で聞きました。そこ
でもまた、命を拾ったわけです。
　38度線を超えるとアメリカ兵がおり、服を全部着替
えて、お金を少しもらって、トラックで南へ南へと運
んでくれました。山口県の山口市に母の実家の本家が
あり、日本に帰った5月の夕方にそこへ行ったのですが、
そこを管理しているのは長男で、母は13人兄妹に下か
ら2番目で年が離れていることもあり、何しろ顔は真っ
黒、ワカメを頭からかぶせたようなものしか着ていま
せんから母を見ても｢どなたですか｣としきりに聞かれ、
分からないのです。母親の姉婿にも｢朝鮮から帰ってき
ました｣といっても人相や雰囲気が変わってしまってい
たため、全く分からなかったのです。
　そういう中で厳しい人生を体験しましたが、そのこ
とが今日の自分をつくっているのだと思います。まず
自分を大事にしなくてはいけない、元気で100歳まで頑
張らなければならない、下の弟や妹、父親も若くして
死んでいますのでその分までできるだけ長生きしたい
と思います。世のため人のために少しでも役に立つこ
とをすることが、生かされた私の使命ではないかと思
っております。大変つたない話で恐縮ですが、以上で
終わりたいと思います。本日はありがとうございました。

■点鐘：中丸会長


